






















































































































































































































公立 39校，私立 378校）であった四年制大学数は，2010年現在，計 778校（国立 86校，公立 95校，
私立 597校）と急増している。一方，戦後改革時，大学の「質」に関わる問題を背景として暫定制度
化された短期大学は，1991年時点で計 592校（国立 41校，公立 54校，私立 497校）と四年制大学
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